
 

 

 

 

 

 日野町教育委員会では、平成３１年４月に、学校と地域とが一体となって、子どもたちを育てて

いくコミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）を、日野中学校区に導入します。 

 それに向け、本年度も研修や啓発活動等を、コミュニティ・スクール推進委員会を中心に行って

いきますので、ご理解とご支援を賜りますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 輝く子どもたちの未来の創造に向けて、学校と地域がパートナーとして連携・協働による取組を

進めていくためには、学校と地域住民等が「地域でどのような子どもたちを育てるのか」、「何を実

現していくのか」という目標やビジョンを共有することが重要です。 

 コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）は、学校と地域住民等が力を合わせて学校の運

営に取り組むことが可能となる「地域とともにある学校」への転換を図るために有効な仕組みです。

コミュニティ・スクールでは、学校運営に地域の声を積極的に生かし、地域と一体となって特色あ

る学校づくりを進めていくことができます。 

『コミュニティ・スクール 2017 ～地域とともにある学校づくりを目指して～』文部科学省 

 

第６号（平成３０年６月） 
日野町教育委員会 

コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度） 



 

 

 

 

 

 

 

推進委員の役割 

 日野中学校区でのコミュニティ・スクール導入に向け、学校運営協議会の立ち上げ、それに向け

ての教職員、保護者、地域住民の研修、啓発を行います。 

 平成２９年度に行った活動で、成果のあった取組について、それの深化、拡充を進めるとともに、

課題があった活動については、その課題解決のための方策を協議し、実践していきます。 

 

平成３０年度推進計画 

○研修会の開催 

 ・各校での保護者説明会（４月） 

 ・各ＰＴＡ単位での保護者対象研修会（期日未定） 

 ・教職員対象研修会（８月） 

 ・地域住民対象研修会（期日未定） 

○先進地視察または研究大会への参加 

 ・全国コミュニティ・スクール研究大会 

 ・地域とともにある学校づくり推進フォーラム 

○啓発用広報紙の発行 

○学校運営協議会の立ち上げ 

 ・協議会組織 

 ・協議会委員 

 

 

 

コミュニティ・スクールでは、保護者・地域住民等も教育の当事者となることで、積極的に子ど

もの教育に携わっていただけるようになります。 

（例えば・・・） 

●近所で元気がない様子の子どもがいても、なかなか声をかけることができなかった。 

 ⇒地域住民等が子どもたちに積極的に声をかけたり、自ら指導したりする場面が増えます。 

●近くの公園で子どもが騒いだり、ごみを散らかしたままにしたりするので、学校に連絡を入れて

いた。 

 ⇒学校任せにするのではなく、地域住民等が学校とともに対応策を考えます。 

●小中一貫教育の実施方法やメリット・効果等について、保護者や地域住民に十分に伝わっていな

かった。 

 ⇒地域ぐるみで考え、実践することで、地域の声を生かした９年間の小中一貫教育が実現しま

す。 

 

日野町コミュニティ・スクール推進委員会 

委員長   後藤 一則 

副委員長  神庭 賢一 

委 員   西村 順一    榎尾 公宏    伊田 忠人    遠藤 和也 

      宮脇 慎治    下村 敏彦    其山 守美    後藤 宣明 

コミュニティ・スクールを導入すると… ｐａｒｔ１ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しいたけ植菌学習（11月 29  日） 講師：長谷部公三郎さん

長谷部さんから「しいたけづくりは、森林を守ることになる。」とのお話を聞いた後に、生産者、生

産組合の方々から指導を受けました 

学校支援ボランティアの皆様にお世話になった活動 ～平成 29年 11月以降～ 

中原勝江先生へ 

「銭太鼓・傘踊りの指導、ありが

とうございました。」 

もちつき大会（12月 3  日） 来賓・ＰＴＡ・ボランティアの皆さんと

おしどり荘新年会（1月 16  日） 音楽発表～ドレミパイプ『ちょうちょ』と歌 

酒とタバコの弊害（1月 30  日） 講師：日野病院 濱田医師

公民館にて：黒坂小 2年生が発表 

タバコには、ニコチ

ン・タール・一酸化

炭素と言う有害物質

が含まれる。 

アルコールは、思考

力・自制心・運動能

力を低下させる。 



 

 

地域、保護者、学校、行政が一体となって、土曜日、日曜日、長期休業日等を利用した豊かな体

験活動等を進め、日野町の子ども達の健全な育成及び学力の伸長を図っています。 

 

 

 

開催日：月２回 日曜日に開催 

 長期休業中や連休には日曜日以外に開催する場合もあります。 

時 間：13：30～15：00（小学生） 15：30～17：30（中学生） 

    ※内容等により変更する場合もあります。 

場 所：日野町山村開発センター 

対 象：小学校 5、6年生 

    中学校 1、2年生 

参加費：月額 1,000円 

 ※教材費、野外活動費は、別途必要です。 

 

 これからの社会を生きていくためには、ますます外国語でコミュニケーションができる力が必要

になるといわれており、日野町内の小学校では本年度より、3，4年生で外国語活動（年 35時間）、

5，6年生で外国語に取り組んでいます。 

 日野町教育委員会では、昨年度より、公設の英語教室を実施

し、英語を学ぶ意欲と総合的な英語力を育てています。 

 ここでは、テキスト等の教材を使用して学習するだけでなく、

地域に出かけて、地域の自然などと触れ合いながら、学ぶ時間

も大切にし、いきてはたらくの英語の力を育てています。 

 また、児童生徒や保護者の皆さんとのコミュニケーションを大切にするということからも、昨年

度は野外でのバーベキューも実施しました（本年度も予定しています）。 

 現在、小学生 9名（5年生 3名、6年生 6名）、中学生 7名（１年生 3名、2年生 4名）が参

加しています。より多くの友達と学び合い、英語の力を身に付けていければと思いますので、ふる

ってご参加ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加申込：随時受け付けていますので、教育委員会事務局にお問い合わせください。 

問合せ先：日野町教育委員会事務局 ℡ ７２－２１０７  （担当：砂流） 

 

 

日野町休日活動支援事業「ひのっこ Holiday School」の紹介 

日野町英語教室「英語寺子屋」 

講師    スカリー悦子 先生 

 島根県益田市 在住（アメリカに 20年間お住まいでした） 

 前九州大学教授（九大ベストティーチャーに選ばれた経歴をお持ちです） 

 子ども達に、しっかりとした英語力を身に付けさせ、将来、自分の言葉として使い、ど

この国の人ともコミュニケーションをとったりディスカッションをしたりしながら生活や

仕事をしていくことができるようにしたいとの、強い考えをお持ちの先生です。 


